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大飯原発再稼働差止　原発は人格権侵害（福井地裁）　　　　　　　　　　　　　ｐ２１日、福井地方裁判所（樋口裁判長）は福井県内外の住民１８９人が関西電力大飯原発３・４号機の再稼働差止を求めた訴訟で、２基について「運転してはならない」と言い渡しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ裁判長は、人の生命を基礎とする人格権をもっとも重視し、「これを超える価値を他に見いだすことはできない」と強調しました。その上で、住民らの人格権と電力の安定供給やコストの問題を天秤にかけた関西電力側の議論を退け、「国富の喪失」とは運転停止による貿易赤字ではなく、「豊かな国土とそこに国民が根を下ろして生活していること」を失うことだと強調しました。　　　　　　ｐまた、原子力発電技術がもたらす危険性と被害の大きさは福島事故で自明とし、同事故を受け、同様の事故の具体的危険性が万が一にもあるかの判断を避けることは、「裁判所に課された最も重要な責務を放棄するに等しい｣としました｡　　　ｐ安倍政権は、今回の判決を真摯かつ重く受け止め、大飯原発はもとより、全国の原発の再稼働を即刻断念すべきです。日本共産党は、原発再稼働を許さずの一点での共同を広げに広げて、「原発ゼロの日本」を実現するため、一層力を尽くします。

医療・介護改悪の狙い　お年寄りの行き場がなくなる　　　　　　　　　　　　　　　　政府・与党は、参院に送られた医療・介護総合法案の会期内成立を狙っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【介護保険】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①「要支援１・２」と認定された人（１６０万人）は「訪問介護」と「通所介護」を介護保険では受けられなくなり、市町村による「地域支援事業」の対象に置き換えられます。要支援者を丸ごと介護保険制度から追い出すというかつてない内容です。予算が圧縮され、利用者の負担増となることは必至です。　　　　　　　②特別養護老人ホーム（特養ホーム）の入所者を「要介護３以上」に限定する、かつてない改悪を行います。特養ホームの待機者は５２万人を超え、そのうち１７万８千人は「要介護１・２」の人です。これらの人は「虐待」など一部の例外を除いて対象外となり、待機者の枠からも除外されてしまいます。行き場のない高齢者が、劣悪な環境の「お泊まりデイ」などを“漂流”する事態に拍車をかけるだけです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③これまで１割負担だった介護保険サービスの利用料が、これからは２割負担→
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野宅）
２０１４年　６月議会スケジュール（予定）是非傍聴に来て下さい。

６月１１日（水）　午前１０時　　本会議開会（議案上程、提案説明）
６月１７日（火）―２０日（金）　午前１０時  本会議（議案質疑・一般質問）

６月２３日（月）―２４日（火）　午前１０時　常任委員会
６月２５日（水）　午前１０時  　病院特別委員会

７月　１日（火）　午後　１時  　本会議（委員長報告、討論、採決）閉会
関連の予定　６月３日（火）　　　全員協議会　（議案の説明）

６月議会への請願の受付最終日
６月４日（水）午前１０時　各派代表者会議、議会運営委員会
６月定例会からは、ケーブルテレビの放映からインターネットによる生放映に変わります。これまで放映されていなかった本会議初日の市長提案説明や最終日の採決の様子（賛成・反対討論など）も放映されます。録画放映はこれまでどおり行なわれます。改選後の１２月定例会からは、新たに各常任委員会や特別委員会についてもインターネットによる生放映、録画放映が行われる予定です。
６月議会に提案される議案は、６月３日に公表される予定です。　　　　
→になります。対象者は「合計所得１６０万円以上」（単身者）で、高齢者の２割におよびます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【医療制度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ“入院難民”“看取り難民”が社会問題になっているのに、病床（入院ベッド）の大幅削減を進めます。都道府県に「病床再編計画」をつくらせ、従わない場合はペナルティまで科して在宅に押し戻す計画です。　　　　　　　　　　　　　　ｐ４月からの診療報酬改定でも、重症患者を治療する病床の基準や入院できる日数制限などを厳しくしています。早く退院させないと病院の収入が減るため、“患者追い出し”が強まります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ安倍内閣は、高齢化のピークとされる２０２５年までに２０２万床が必要なのに、４３万床も減らす計画です。地域で医療や介護が受けられる「地域包括ケア」をつくるといいますが、訪問看護師は全体の２％、わずか３万人。介護職員は１００万人も不足です。これでは“絵に描いたもち”です。
行政不服審査の口頭陳述（生活保護費の引き下げに対する）　　　　厚労省の対応に不満の声。

５月２３日に、県の津庁舎で、厚生労働省による生活保護費の引き下げに対する行政不服審査の口頭陳述が行われました。代理人も含め３０名程が参加して、今回の事件（昨年８月からの生活保護費の引き下げ）に対して、生活実態から意見を述べました。桑名からは利用者５名（４世帯）と代理人である村田直樹弁護士と私も参加しました。２４人が意見を述べました。
【Ｈさんの口頭陳述】
　長崎で５歳のときに被爆しました。生活保護を利用しているために、車を取り上げられ、近くに駅も無く不便な生活をしています。
　昨年８月からの１２４０円の減額になっています。求職活動をやっていますが、年齢のこともあり、なかなか仕事が見つかりません。
　夫婦２人の生活で１２４０円下げられました。最低限の生活をやっているのに下げられ、たとえ１００円２００円でも下げられたら苦しい。生活できるようにお願いしたい。実態として消費税値上がりによる経費の圧迫、冬場の暖房費の値上がり、食費が苦しい。慎ましくして、量を減らしている。買いたいものもたくさんあるが、品数を減らして慎ましくしている。
　具体的には、野菜が好きだが、近くのスーパーでは高くなっているので、買うのを減らしている。遠くへ行けば安く買えるところがあるが、お金がかかるので行けない。今ではスーパーでキャベツ、イモ類、人参、モヤシも２－３割くらい高くなっている。
　辺鄙なところなのでバスしかない。ものすごくバス賃が高い。名古屋市内のバスと比較して高い。桑名駅まで片道３３０円もかかる。バスしか通っていないから仕方がない。白内障の治療をしたいのだが、通院の交通費もかかるのでためらっている。
【出席できなかった人の訴え（４名分、星野代読）】
１、私は週３回透析をしています。主人は脳梗塞でマヒがあります。二人で食事もなるべく安いものを買い、冬場はお風呂も３回にしたり、煮物などガスをたくさん使わないようにしています。車の使用は許されていますが、ガソリン代も上がっていて余り乗れません。最近、母が亡くなったのですが、香典も出せなかったです。これでは最低の最低の生活です。
２、 一昨年奥さんを無くし、一人住まい。週に何日か店でお好み焼き・天婦羅の販売。夜間の居酒屋も時々やっている。週３回の透析。白内障も進行。体調も悪い。商売も上手くいかず、疲れだけが残っていく状況。普通の生活をしたい。
３、 男の子３人（中３、中１、小５）の子どもの成長期で食費などに重み、パー
トでほぼフルに働きながら、保護費で補填して頂いていますが、切り詰めながらの生活を送っています。
４、 昼間は派遣労働。夜間、休日はスーパーでアルバイト。支給は現在０円。幸い健康ではあるが、文化的な最低限度の生活をしたい。将来に夢を持ちたい。
　厚労省の対応に色々不手際があり不満の声が出ました。（交通費や食事代を出して欲しい。今日の報告のまとめはどうなるのか。意見陳述の内容を三重県と同様に大臣に報告する前に確認させて欲しい。）
　これから裁判へ（８月１日予定）の準備が進められて行く。
第４０回東海自治体学校に参加して(５月１８日名古屋大学)
【市橋理事長の挨拶から】
ウズベキスタンから帰ってきたところです。現地のニュースでは、日本の集団自衛権の問題が大きく報道されていました。海外での反応は大きいものがあります。名古屋市で口利き防止条例が制定された事には感激した。
【長友薫輝先生の基調講演「社会保障の歩みと展望」から】
社会保障について解説される中で、分からないは相手の思うつぼである。面倒くさいけど参加して繋がる事が必要であると訴えられました。医療から介護へ、入院から在宅・地域へと言う「地域包括ケア」構想の問題点についても指摘されました。
新病院の建設問題　市民的論議を！！
「新病院建設の再検討を求める市民の会」が結成され、「新病院建設の再検討を求める請願署名」が行われています。２７日には、桑名駅前で署名活動が行われ、中日新聞でも報道（２８日）されました。

今回、市民の会では、① こんなに費用（１０６億円から１７５億円に）が増えて病院は返済できるのか。市民負担にならないか。② 被害日本大震災の教訓が生かされていない。海抜０メーターで災害拠点病院の機能が果たせるのか。③ 新病院の内容が分からない。市民に丁寧な説明を。④ 急いで建設する必要性がわからない。現在の３病院方式で充分ではないか。等々を訴えて賛同の署名を集めています。（東京の国立競技場でも同じような問題が発生しているようです。）

６月定例議会に請願を提出し、議会での納得のいく議論を求めています。
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大飯原発の事故は三重県も影響を受ける　           病院の完成予想図（看板より）
Ｎｏ．２１１　　　　２０１４年　５月　２９日


発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５

































































日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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